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憲法 採点基準 

 
問題１ ２０点 
 本問の事案が選挙権に対する制限である点につき、選挙権の憲法上の権利としての意義

を踏まえた上で、適切な問題提起が示されている場合には５点を配点する。その上で、本問

の事案に関しては、平成１７年９月１４日民集５９巻７号２０８７頁の判旨を踏まえた上

で、適切な判断枠組みを提示できている際には５点を配点する。また、上記の判断枠組みに

基づき明確な論証がなされている場合には１０点を配点する。 
 
 
問題２ ５点 
内閣が解散権を行使しうる場合として、①対抗的解散および②裁量的解散のそれぞれの

場面に関して、明確な説明がなされている際には、①について３点を、②について２点を配

点する。 
 
 


